
１．まえがき
従来のシェーピング方式の多くはネットワークの混

雑する部分で実施し、また必要時にシェーピング対
象通信フローを特定して動的にシェーピング機能を
通すことも難しい状況であった[1],[2]。本論文では、集
中制御装置が各通信フローの経路を事前に把握で
きるSDNネットワークを前提に、必要時に動的かつ送
信元近くでシェーピングを実施する動的シェーピン
グ方式を明らかにすることを目的とする。また、自由
なタイミング、場所にシェーピング機能を配備できる
ようにNFVベースで仮想的に実現することを前提と
する。

２．提案する動的シェーピング方式
2.1 シェーピング実施位置

混雑位置でシェーピングを行うよりも、送信元近く
でシェーピングを行うことでより多くの回線帯域コスト
を削減することができる可能性がある。そのため、必
要時に動的に仮想シェーピング機能を送信元近くに
作成し、SDNコントローラがそこに経路変更すること
を考える。
2.2 ショーピング対象通信フローの選定アルゴリズ
ム
<ステップ1> 混雑しシェーピングが必要な回線を経
由するすべての通信フローの中から、最も通信速度
の速い通信フローを最大10本選択し、それらをシェ
ーピング対象通信フロー候補とする。
<ステップ2> 2.1節で提案したシェーピング実施位置
を前提とすると、混雑位置でシェーピングを実施する
場合に比べ、「送信元と混雑位置までの総回線距離
」×通信速度だけ回線帯域を削減することができる。
しかし、総回線距離を簡単に求めることが困難であり
、総回線距離をホップ数で置き換え、「ホップ数×
通信速度」の値が最も大きい通信フロー候補をシェ
ーピング対象通信フローに選定する。

図１の例では、通信フローaと通信フローbのホップ
数(H)×通信速度(V)はそれぞれ4Mbps、20Mbpsで
あり、ホップ数は少ないが通信速度の大きい通信フ
ローbがシェーピング対象通信フローとなる。

2.3 シェーピング速度決定
2.2節で選定したシェーピング対象通信フローのシ

ェーピング速度は回線の混雑が解消するように設定
する。例えば、回線使用率が70％以下になるように
設定する。但し、サービス品質を考慮して通信速度
の半分以下には設定しないものとする。もし、通信速
度の半分にシェーピング速度を設定しても回線混雑
が解消できない場合は、2.2節で算出した削
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減量の大きい順に回線混雑が解消できるまでシェーピ
ング対象通信フローを追加する。
2.4 動的シェーピングを自動的に実施するシステムの
提案

既存のSDNコントローラと装置管理システムに加え、
管理オーケストレーションを新たに追加し実現すること
を提案する。図2の例を用いてその概要を説明する。
端末a,b,cがサーバーと通信を行い、通信フローa,b,c
が通るSDNスイッチとサーバーの間に混雑が発生する
場合である。管理オーケストレーションは、表1に示す
ように、動的シェーピング方式に必要なデータ収集、
シェーピング対象通信フローの選定アルゴリズム、
シェーピング機能へのパラメータ設定、SDNコントロー
ラや装置管理システムとの連携、などの機能を具備す
る。

図2. 動的シェーピングを自動化するためのシステム概要

表１．管理オーケストレーションが具備すべき機能

３．今後の課題
今後、サービス品質や中継処理コストなども考慮した

シェーピング対象通信フロー選定アルゴリズムなどを
検討する必要がある。
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図１． シェーピング対象通信フロー選定例
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